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　全小中学校に空調設備設置完了

　社会を明るくする運動

　７月１日、町内全小中学校の普通教室に空調設備が整備
されたことを祝うセレモニーが久賀小学校で行われました。
　講堂で行われた式では、椎木町長が「エアコンがついて
快適な環境の中で、はりきって勉強していただきたい」と
あいさつしました。
　町内小中学校への空調設備の設置については、米軍再編
交付金などを活用して、平成 28 年度から設置されていな
い小中学校へ順次工事に着手し、今年の６月末に全ての普
通教室への整備を終えました。

▲３年生の教室でエアコンのスイッチを入れる椎木町長
と児童の皆さん

　７月１日、「社会を明るくする運動」を広く周知するた
め、大島保護区保護司会と大島地区更生保護女性会が中
心となり、町内をパレードし街頭宣伝を行うとともに、
各庁舎で内閣総理大臣からのメッセージを伝達しました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と、罪を
犯した人たちの更生への理解を深める全国的な運動です。
７月は運動の強化月間となっており、各地でキャンペー
ンが行われました。

　オリンピックメダリストから学ぶ

　７月６日、町陸上競技場でＮＨＫジュニアスポーツ教
室が開催され、町内の中学生 61 人が参加しました。
　講師は、北京オリンピック 400 ｍリレー銀メダリスト
の高平慎士 氏。生徒たちは、ゲームを交え、自分で考え
て動くことや体の動かし方などを楽しく学びました。
　高平氏は、「与えられた環境の中で、どういう風に自分
で考え、クオリティーを上げていくかということをすご
く大事にしてほしい」と、人に頼るのではなく、自分で
考えることの大切さを伝えました。

▲大島庁舎では保護司会の新山会長から椎木町長にメッセー
ジが伝達されました

▲スポーツ教室の様子


